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1. はじめに 

 高圧下における鉄合金メルトの密度

は、地球の外核研究において重要である。

我々は、BL14C2 および AR-NE7 にて高温

高圧下における鉄合金メルトの密度測

定を２つの手法を用いて行ってきた。 

1つ目の手法は試料のＸ線の吸収から

密度を求めるＸ線吸収法である。従来の

方法ではプレスを動かしながらイオン

チェンバーなどで入射Ｘ線および透過

Ｘ線の強度を測定し、試料の吸収プロフ

ィルから試料の厚さを求めていた。単色

Ｘ線を用いたＸ線吸収コントラストイ

メージの明暗は、Ｘ線の吸収に対応する

ため、従来のラインスキャンに比べ短時

間で、かつ一度に二次元の情報を得るこ

とができる。我々はこの手法を用いて

FeS および Fe3C メルトの密度測定を 10 

GPa まで行った[1]。 

もう一つの手法は、密度が既知である

物質をマーカーとして試料中に入れ、そ

のマーカーの浮き沈みから密度を求め

る浮沈法である。従来マーカーには単結

晶などが用いられることが多かったが、

アルミナと Pt の複合マーカーを用いる

ことで、試料との反応を防ぐだけでなく、

アルミナと Pt の量比を変えることでマ

ーカー全体の密度を変えることができ

る[2]。また、純物質ではメルトの試料

と密度が近いとラジオグラフィー上で

区別ができないが、複合マーカーであれ

ばコントラストが付くため、マーカーを

その場観察することができる。そのため、

従来の手法に比べ精度よく密度を測定

することができる。我々はこの手法を用

いて、Fe-Si 系および Fe-S 系メルトの

密度測定を行った。 

2. 実験方法 

 Ｘ線吸収法は TEL 5 mm、ヒーターに

TiB2+BNのコンポジットヒーターを用い

て、10 GPa まで行った。浮沈法は TEL 12 

mm、グラファイトヒーターを用いて、0.5 

GPa および 4 GPa で実験を行った。 

3. 結果と考察 

 図１(a)にＸ線吸収コントラストイメ

ージの例を示す。(b)はこの画像から得

た画像上の縦方向の試料の吸収プロフ

ァイルで、これから試料の密度を得る。

図２に浮沈法の測定例を示す。このよう

にマーカーが沈む場合、この温度圧力で

の試料の密度は、マーカーの密度より低

いことがわかる。詳細な結果と考察に関

しては当日紹介する。 

 

図１ (a) 5.8GPa、1500 ℃における FeS
の X 線吸収画像と(b)そのプロファイル 
 

 
図２ 沈む複合マーカーの連続画像 
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